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5. 紋別市幼児療育センター

日時 2004 年 8 月 4 日 13:30~ 15:00

場所 紋別市幼児療育センター

話し手 有坂広光氏(紋別市保健福祉部社会福祉課(療育センター担当)副参事)

聞き手 姉崎・光本・石山 ・伊藤・ 上田・佐藤克・滝ヶ平

有坂氏(中央)

療育センタ一設立の経緯

有坂 この地域の児童福祉施設が建ったのが昭和 56

年です。この建物自体は、紋別市の単独経費で、建った

んですが、運営はまた別でして、運営は 1市 3町 1

村ということで、紋別市、滝上町、興部町、雄武町、

西興部村がうちの施設のエリアです。

姉崎広域ですね。

有坂 はい。 1市3町 1村という地域を範囲としまし

て、受け入れを行っておりまして、計算方法はいろい

ろ細かいんですが、いずれにしても、運営につきまし

ては出していただいております。まずそれが 1点目で

す。

実は、この建物が建つ前に、ここの地域は本当にお

もしろいなと思うんですが、廊下伝いでここの施設と

学校施設の「ことばの教室Jがいっしょになって運営

されています。たぶん道内にはないんじゃなし、かなと

いうふうに思います。所轄は違うんですが。僕たちは、

身分は一般でいう福祉事務職、保健福祉部の籍です。

学校側は当然、教育委員会管轄になります。それが合

体で一つの施設なんです。

上田 通常は、「ことばの教室Jは学校の中の空教室

などを使われている場合が多いんですよね。まったく

切り離されて、学校の敷地の中に「ことばの教室Jだ

けがある事例が多いんで下すよね。

有坂 そうです。独立型です。

姉崎 これは、沿革の中にある紋別小学校の言語治療

学級の設置認可のことをいっているんですね。

有坂 そうです。最初の歴史は、昭和 50年からなん

です。

小学校に入る以前のお子さんは当然うちの方の問

題になるんですが、当時は、義務教育のお子さんしか

対応できない状況がありました。それで、「ことばの

教室に通っている親の会j というのがあるんですが、

その親の会が中心となって市の方に陳情して、できた

建物がこの施設です。沿革では、昭和 54年の 6月か

らとなっていますが、それまで幼児のお子さんはどこ

も行き場所がなかったんです。ここをまっすぐ行った

ところに道立紋別病院があるんですが、その隣に身体

障害者福祉会館の建物があります。あくまでも肢体不

自由のお子さんはそちらの身体障害者福祉会館、そこ

に行って訓練する。そして、情緒とか知的な問題があ

るお子さんについては、今度また別な児童センターと

いうところに行っていました。何らかのかたちで言語

発達遅滞とか構音障害とかどもりとか、そういった幼

児の言葉の指導必要な方はここだ、ったんです。「こと

ばの教室」という義務教育の中に入り込んだんです。

全部、障害の種別で分けられていたんですね。

自分も採用になったときとまどって、何が何だかよ

く分かりませんでした。それで、は地域で、バラバラで、

しかも使いにくくて、親、お子さんの立場からします

と、障害の部位は違っていましても、それぞ、れやっぱ

りお子さんの交流、親の交流というようなことも大事

だということを含めて、それだ、ったらどこかが窓口に

なって、陳情して、専用施設を建てようというときに、

「ことばの教室親の会」が一番中心になってくれたん

です。そしてできたのがこの建物だ、ったんで、す。これ

が56年です。

あくまでもこういう施設は認可を取らなくちゃい

けないんですよね。見切り発車はしていたんですが、

きちんと道の認可を取って、正式に補助金が付いて動

いたのが昭和 57年 4月 1日です。そして今日に至っ

ております。
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上国 道が認可して補助金が下りる前まではどこか

らも補助金はなかったんですか。

有坂はい。

上田 じゃあ、親の会の方々中心で運営費を捻出され

た?

有坂 それぞれの建物は全部市の建物ですので、建物

自体は無料で貸していたんですが、そういうふうにバ

ラバラにやっていたものですから、当然専門のセラピ

ストはいないんで、すよね。それで、57年の 4月 1日

の建ったときに僕が採用になり配置されたんです。自

分もそういうものを持っているかといったら持って

いないんですが、いまの身分は社会福祉士なんですが、

大学は一般の大学です。ただ、教職を持っていて、昔、

旭川でこういうところで、ずっと勤めていたんですよ

ね。そして、試験と経験年数が過去にあったというこ

とで、何人か応募の中で自分が採用になったというだ

けなんです。

姉崎 もう22年いらっしゃる。

有坂 はい。専門が肢体不自由児の児童指導員という

職種をやっていまして、主に脳性マヒの重度のお子さ

んをずっと受け持つていました。以前は、旭川の福祉

村の北海道療育園とし、う重症心身障害児施設にいま

した。そこを含めるとちょうどまる 30年経ちました。

姉崎 飯浜先生は前旭川の保育専門学校にいらっし

ゃったということなので、その頃からご存知でしたか。

有坂 飯浜先生は、ここの大学の OBなんです。卒業

されましてから旭川|の育児院に最初いまして、それか

ら保育専門学校に来まして、戻ってこられました。飯

浜先生も旭川出身だ、ったと思います。

3町 1村のかかわり

姉崎 ここの療育センターの運営に他の町や村が加

わるようになったのは随分あとになってからでしょ

うか。

有坂 最初からです。

姉崎 建物は紋別市だけれども、運営費については3

町 1村も負担をしている。

有坂 はい。実は、この施設は通所、よく「母子通園

センター」というふうにいうんですが、児童福祉法で

見ますと、児童福祉法の法定外施設なんです。児童福

祉法に載っている法定、いわゆる法律に則った施設は、

いまは 14種類くらいあるかと思うんですが、この施

設は通所施設ですから、家から通ってきます。児童福

祉法でいう家から通ってその日に帰る、いわゆるデー

サービスです。こういうのは児童福祉法では法定内施

設ではないんですよね。ほとんどが 「外」 です。旧厚

生省でいえば、厚生省局長通知とかっていって、何で

も実施要綱で、ゃっちゃうんです。ところが、法定の施

設になりますと、事細かく補助金が固まってコンクリ

ートになりますから、人の配置とかも面倒です。法定

外施設っていうのは案外柔軟に動ける部分がありま

すね。逆にいうと、手薄になるということもありうる

んです。その地域とか自治体の力の入れようによって

は格差が出てきます。

姉崎 通所施設で西興部からここへやってこようと

思うと、相当時聞かかりますよね?

有坂 はい。だいたいこのエリアは片道車で 1時間が

範囲ですね。

姉崎 西興部からも 1時間で行きます?

有坂 冬は厳しいですね。夏は何とか、はい。47、

8kmくらいですよね、あそこまで。

姉崎 この運営に当たっては運営委員会なり、何らか

の協議会がそれぞれの委員を出してきてやるんです

か、それとも、この中の運営委員会があって、それを

年何回かやるようなかたちのものに報告するのか。つ

まり、内容的に、町や村がどの程度コミッ トするのか。

有坂 大きく分けまして二つ重要なことがあります。

一つはやっぱりお金を出してもらっていますので、こ

れに対してどのように運営されているかということ

です。毎年厳しい財政ですから、出す方もシビアなん

ですよね。もらう方もそうなんですけれど。それで、

1年に 1回必ず、 主管者会議という各行政の社会福祉

課のトップが見えて、紋別で年 1回ピシッと運営面に

ついては収支決算をやっております。

もう 1点は、お子さんのことがあります。施設も広

域で、やっているところはいろんな計算の仕方があり

ます。うちの場合は、あくまでも受け入れている人数

で計算しますので、本当に 1円単位までピシッと出し

ます。ところが、 他の町村で運営経費どうなっている

かと聞きましたら、 1円単位、 円単位までピシッと出

す部分と、もう面倒くさし、から人口で、はいなんぼ、

とか、計算方法はまちまちなんです。うちは 57年か

らそういうふうにやっていますので、この 10年ばか

りで立ち上げたところからよく計算方法をどういう

ふうにしたらいし、かと連絡してきまして、どういう方

法を用いたらいし、か相談に来たり、情報交換みたいな

ことがし、ろいろあるんです。自治体によっては定員が

あって、ほんの 2、3名しかいないところ、例えば何

十万とか何百万、そんなに金かけてられないという町

もあれば、いろいろなんですね。うちは建ってから 1
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市 3町 1村で、やっていますから、抵抗なく今日まで

来ているんですが、他の全道の広域で、やっているとこ

ろは、途中からうちみたいな方法を採って任命してい

く部分がないわけじゃないんです。そうしたら、なん

で途中からやるんだということで、もめたりするとこ

ろもあるんですよね。

そういう意味では僕はラッキーで、それから、たま

たま自分はずっと人事異動がないものですから、行政

や事務職はみんな変わりますから、知っているのはも

う僕しかいないんです。昔こういうふうに合意されて

今日ありますからというと、他の町の行政の担当者も、

あっ、そうだ、ったんですか、ということで、ちょっと

楽かなっていうのは、過去に話し合いの場でありまし

た。だから、本当によかったと，思っています。運営面

に関しては、横の連携はうちはうまくいっている方で

す。

姉崎 専門職といわれている人たちでも多少部署が

動いたりしますよね。一般職の場合、ジョブローテー

ションがすごく短いスパンで動いている中で、 22年

間というのは、やっぱり有坂さん以外の方にはできな

いというか、余人をもって代え難いというか、そうい

うような側面があってそうなのか。

有坂 そのへんは僕もよく分からないんですよね。た

だ、僕も平成 10年で昇格したときに、現場だけ見て

いたらダメだということで、行政どういうふうに変わ

るか分からないので、全体を見ていくようにというこ

とで、ここの事務もすべてやっております。平成 10

年の 4月 1日で専門職から降りまして、 一般職の辞

令をもらいました。ただし仕事の中身は、いまいった

とおり両方受け持ちなさいというふうになっていま

す。

姉崎 それは兼任辞令ということで?

有坂 はい。

姉崎 自治体がそこまでちゃんと配慮できているの

はすごい識見ですね。

有坂 それで、一応現場の方につきましては、 2人の

先生がいますので、僕もいままで、あったケースをちょ

っと加味してもらって、事務をやりますと。それで、

子どもたちの方は休養させてもらっております。

アブ、ラハムの会

姉崎 学生のボランティアがここを拠点にしていろ

んな活動をやってこられたということがあって、それ

は学生たち自身にとっても非常に大きな財産ですし、

結果的に道都大学社会福祉学部が地域の中で評価さ

れる要因にもなると思うんですけれども、アブ、ラハム

の会の活動をどのように見てこられたのか。

有坂 ここに通っているお子さんは 60名です。道都

大開設して以来、大体平均すると、いまちょっと少な

いんですが、 14、5名くらいの学生さんが毎週 1回来

てくれています。そうしますと、僕たち療育していく

中で、プランを立ててやるときに、特に重度、重複の

お子さんは担当者だけで見ると厳しいんですよね。課

題があり、ねらいがあっても、そのプログラムに沿っ

てやるっていう場合、どうしても介助がし、ないとでき

ないです。

十数名の学生さんがし、ると本当に楽にできます。介

助だけじゃなくて、ともに考えて、教材づくりだとか、

ともにやって、ねらいは分かるんだけれど、介助をし

ていて、こういうふうにお子さんの変化が見られます

ということで、即それが生きた療育につながっていく

んですね。全体を仕切ってやっていますと、個々のお

子さんのケースが見られない場合があります。そうい

ったときに、介助してくれた学生さんからの意見とい

うのはすごく貴重なんですね。そういったことで、ボ

ランティアに入ってもらって助けてもらってきたと

いうのは事実だと思います。

滝ヶ平 センターの方から道都大学のボランティア

サークルにお願いをしたのか、それとも、ボランティ

アサークノレの方からセンターでこういうことやらせ

てくださいっていう話だ、ったのか、それとも市からの

話だ、ったのか。

有坂 始まったのが実際は 55年くらいだ、ったと思う

んですよね。

滝ヶ平 こちらには 54年の 6月と書いてありますが。

有坂 これは幼児の 「こ とばの教室Jが54年の 6月

に始まって、知的と情緒のお子さんは「こ とばの教室J

の方には入れなかったんです。はじき出されたんです。

それで情緒とか知的遅れ、あるいは自閉のお子さんは

児童センターで、やっていました。確かにこれは 54年

になっていますが、実際は 55年なんですよね。いま

の質問に対しては、ここにも市の嘱託職員の家庭児童

相談員 2名が担当していました。ただ、当時 2人の

家庭相談員だけで対応できなかったんです。このとき

から、もう三十数名の該当のお子さんがいたんですよ

ね。そうしたときに、たまたま道都大の初代の顧問が、

いま名寄の清野茂先生、学部長か何かやっているかな

と思うんですが。

滝ヶ平 市立名寄短期大学の?

有坂 はい。清野先生が中心となってアブ、ラハムの会
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という学生たちが集まって、そしていっしょにやった

んです。どちらが頼んだかは僕も定かでないんです。

その後に来ま したから。

清野先生は、児童センターで、やって始まった療育は

最初からいたんです。だから、たぶん当時の方いない

んですけれど、おそらくこのときから若干でも市が謝

礼金を出していましたから、経過は分からないんです

けれど、お金を出してやってたということは、たぶん

市の方からお願し、したのかもしれませんね、そういう

ふうに考えますと。

光本 そのあたりのことは清野先生にうかがうと一

番はっきりするわけですね。

有坂 はい、そうですね。間違いなく当初からかかわ

っていました。

姉崎 学生が介助したり、相談をやったり、子どもの

ことについていろんな情報を共有する場合に、ケース

について、いろんなカンファレンスをやったりとか、

反省をやったり、振り返りがあると思うんですけれど、

そのときにも対等に学生さんは参加しているという、

つまり、専任のこちらの指導員の方と学生さんが同じ

テーブルのところで、お子さんについて議論を共有し

あうことをずっとやっているのでしょうか。

有坂 やってきました。僕がここに来てから清野先生

といっしょにやったんですが、 プライパシー問題があ

るから、それに関しては非常にうるさく僕はいいまし

た。

姉崎 あるところまでは共有するけれど、そういう部

分に関しては、学生さんについては少し知らせないこ

ともありうるということですよね。

有坂 カンファレンス等は、療育を終えて、終えた後

すぐやっていました。

光本 学生さんの活動時間が 14時から 16時です

か?

有坂 はい。

光本 それが終わった後、毎回カンファレンスのよう

なことをされているということですか?

有坂 いまとちょっと違うんですよね。開設のときは、

土曜日もやっていたものですから、土曜日に療育を持

ってきていたんです。土曜日は半日ですよね。その後、

土曜日の午後、時間は勤務外ですから、その時間を使

ってやっていました。いまは普通の曜日にしています

ので、具体的にやるのは月 1回くらいかな。これは学

生さんと僕たちが都合のいい時間ということで、 4時

半以降やっていま した。

光本 療育の日と重なるわけですか?

有坂 いえ、重なる日もあればそうでない日も。

光本別な日のこともありうるんですね。

有坂 先生もいろいろ忙しいから、先生抜きでやると

きもあります。

姉崎 飯浜先生もそういうことをいわれていました

ね。

有坂 嬉しいことに、たぶん道新にこのアブラハムの

会が載っていたかと思うんですが、北海道新聞のボラ

ンティア賞の第 1回目のときに、当時で 30万だ、った

でしょうか、ボランティア賞をいただいている団体で

す。

姉崎 大学の方でも正式に認知しているそうですね。

有坂 はい。飯浜先生につきましては、毎年うちの市

長名で依頼しまして、週 1回来ていただいております。

先生は母親講座というのに来ていただきまして、子育

てに関する問題とか、主に家庭生活におけるいろんな

問題を中心に、療育とは別に、学生は療育にタ ッチし

ますけれど先生はこちらで母親だけを集めて、し、ろい

ろアドバイスいただいております。僕たちは銘打つて

「母親講座」とし、うことでしているんですが、具体的

な問題やっぱり出てきますよね。

光本 学生さんはそちらには一切かかわらないわけ

ですか?

有坂 そういうことはありません。

姉崎 清野先生が最初で、その次どなたか先生がし、ら

っしゃって、それで飯浜先生に?

有坂 清野先生が初代で、その次、日大に戻られた山

崎先生ってしづ先生、そして 3代目が、今年 3月に

龍谷大を退職された飯田一道先生という先生がおら

れました。そして 4代目が旭川|に戻られまして退職さ

れた平先生、平喜美雄先生でした。長らく北海道の養

護学校の校長先生でいらして、退職されてから去年の

3月まで道都大に来られて、いまも 1週間に1回非常

勤講師か何かで来ているかと思うんですが。そして、

平先生の後が飯浜先生です。だから 5代目ですね。

姉崎 アブ、ラハムの会も 22年ということだと、ずい

ぶん世代交代していますけれども、初期の精神はそれ

なりに継承されていると思うんですが、その聞に変化

があったりとか、新しい質的な転換を遂げているとか、

より深められていくとか、そのあたりどういうふうに

見てらっしゃいますか?

有坂 一貫して、お手伝い含めて一生懸命やってくれ

ますね。特に、親の会の事業につきましては、アブラ

ハムの会の学生さんがいないとできないような状況

だ、ったんです。例えば、クリスマス親子の集いとか、
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親子見学旅行とか、あちこち行くんですよね、日帰り

で。やるたびにお願いして、それから、ここの問題で

いきますと、やっぱり指導方法がだんだん変わってく

る部分がありますよね、当然。それらの勉強も、いっ

しょに僕たち担当者が行く研修会も、学生自らが行く

ようになりますね、途中から。そういったことが多く

なりましたね。

上田 それは自主参加ってことですよね?

有坂 はい。北大で、毎年やっている乳幼児療育研究会

です。

上田 ではこちらから北大まで学生さんも。

有坂 はい、行っていますね。

姉崎 医学部の方ですか。

有坂 はい。旭川の教育大の伊藤先生が中心で立ち上

げた、正式名は北海道乳幼児療育研究大会ですか。僕

も最近まで、理事をやっていたんですけれど、毎年 10

月ないし 11月にやっています。札幌教育大の扇子先

生を中心にやって、阿部先生も一時やっていたかと思

います。

学生の進路

姉崎 かかわっている学生さんは、こういうかかわり

をされると、卒業されるとどんなふうに。いろいろで

しょうけれど、やっぱりこういうことが契機になって

この分野に進んでみたいという方もたくさんいらっ

しゃるんじゃなし、かと思うんですが。

有坂 当初は、児童福祉の場合、児童施設に就職が結

構あったんですが、いまないんですよね。児童を専攻

しながら実際の指導の就職は老人の分野に行くとい

うのが最近は多いですね。そうでなくても、障害「者」

の施設が多いですね。

上回 「者j と「児」の間っていうのは年齢的な、そ

れこそ 18歳とか20歳とか。

有坂 はい。児童福祉法では 18歳以上は「者」なん

ですね。あと、中には本当に忙しいんですが、教職課

程をとっている方もいますので、その方は養護学校希

望されて実際入っておりますね。児童施設は本当厳し

いですから、僕の知っている範囲では、知的障害の

「者Jの施設へ行く方が最近ここ数年多いですね。

それから、福祉施設はいつ入れるか分からないとい

う部分がありまして、毎年学校だ、ったら当然、新採は

4月 1日ですよね。ところが、施設の場合そうじゃな

いんです。穴が開いたときに採用になるから、決まっ

ていないんですよね。自治体に入る場合は別ですけれ

ど。あと社会福祉協議会とか、そういう方も多いです

ね。

姉崎 終わって職を得たり、あるいは中にはアノレバイ

トなど、で、つないでいる場合もあると思いますけれど、

大学を卒業した場合でも、ここにそういうボランティ

アでかかわってらっしゃる方もかなりいますか。

有坂 卒業後はやっぱりこの地域を離れます。ここで

就職される方はほとんどいないんですよね。だから、

大きな戦力だ、ったのが逃げてしまうっていうのは辛

いですよね。

光本 現在の相談員の方も道都大出身ではないわけ

ですか?

有坂 1人の方は道都大の OBです。うちで採用しま

したから。ほとんどの方は出ますね。ここの大学は本

州の方が多いんですよね。卒業後、本州へ帰りますね。

光本 この地域で、ある意味で地域ぐるみで学生さん

を育ててくださっているような面があるわけですよ

ね。そうすると、有坂さんもそうでしょうし、それか

ら親御さんとも接触して、いろいろ、逆に学生はお手

伝いに来ているけれども、逆に親御さんたちから教え

てもらう こともたくさんあると思うんですけれど、そ

ういう人間的なつながりができてくると、この地域で

もっと仕事してみたいとか、いろいろ相談したり、将

来どうするのとかそういう話もすると思うんですけ

れども、そういう悩みを相談したりとかしていくと、

愛着が生まれてくると思うんですけれども、最終的に

本州に帰ってしまうにしても、その後もつながりが続

いていたりとか、いろいろ学生さんが地域に目を向け

るきっかけになる、そういうことあるように思うんで

すけれども。

有坂 今年の 3月に卒業された方が 2名残ってくれ

ました。それは、あくまでもうちと同じで、 NPOで

立ち上げた児童の施設がたまたま紋別市内にできま

して、それで¥このアブラハムの会でボランティアを

していたということで採用になった方が残ってくれ

ました。これは本当に明るいニュースですね。

光本 何という名前の施設でしょうか。

有坂 「もぺっとJといいます。1人は宮城、 1人は

静岡の出身の方です。

姉崎 そういう受け皿がないとやっぱりちょっと残

れないですね。

有坂 ただ、この紋別だけでも、いわゆる授産施設が

あります。それから厚生施設があります。この二つの

施設を見ますと、やはり地元の福祉学部を中心に採用

してくれていることは事実ですね。でも、やっぱり限

られていますよね。一回入っちゃうと辞めない限り誰
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も入れませんから、どうしても間口は狭くなってしま

うんですね。

大学撤退の影響

姉崎 紋別のいろんなところで、この学部がなくなる

のは痛手なんだと思うんですけれど、それで、一部の

方は、ある種遠くてもつながりはできると思いますけ

れど、やっぱり距離的に離れると、人的に、量的にい

て行われている事業って、けっこう厳しくなりますね。

それはどういうふうに考えてらっしゃるか。

有坂 もう、それは白紙なんですよね。厳しいですよ

ね。だから、そういうふうになっていくと、療育その

ものの組み換えが当然出てきますよね。

例えば、学生さんが来てくれているときには集団の

療育をできたんです。十何人ぐらい常時来てくれます

と、介助が安心してできて療育も進められると。本当

に学生がまったくゼロになった場合、当然同じやり方

はできませんから、今度は個別中心にするとか、ある

いは少人数のグループ。をたくさんつくってやるとい

う方法しかなし、かなと思います。

もう一ついえることは、母親が今度僕たちといっし

ょになってやる。いまもそうなんですけれども、とに

かくいま以上にお母さんたちが学んで、そして、ここ

で、やっていることが家庭でどう生きてくかというこ

とを含めて、もっともっとお母さん自体が積極的に入

ってし、かないと厳しくなるのかなと思いますね。本当、

本音ですよね。

上回 週 1回のこの水曜日のこの時間帯以外にも、み

なさん障害を持った子たちとお母さんたちはここに

通われているんですか?

有坂はい。

上田 学生さんがボランティアへ来るのは水曜日だ

け?

有坂はい。

上田 それ以外のときというのは大体、いまおっしゃ

った個別で、あったり、少人数で、あったりのグループ。の

活動をされている?

有坂はい。

上田 ということは、もし学生さんがし、なくなると集

団の機会がまったくなくなってしまうということ?

有坂 いえ、まったくなくなるということではなくて、

たまたま学生さんが来てくれる日は大集団で療育が

できるということなんです。水曜日以外でも僕たち 3

人担当者いますから、常に集団と個別は組み入れてや

っております。

光本 集団をやる場合に目の行き届き方が違ったり、

介助が必要なときになかなか入れられなかったり、そ

ういう違いが出てくるってことですね。

有坂はい。

上田 60名の定員で、 3名の指導員の方たちと、あ

とお母さんたちという状況ですか?

有坂 はい。この施設の法律がありまして、法律に則

ってやっています。違反していたら補助金も付きませ

んし、認可が下りませんので。

上田 公立の比率でそれぐらいの、 1人の指導員に対

して 10名の障害を持ったお子さんたち?

有坂 そういうふうにはなっていないで、す。1日何人

以上に対して職員は何名というふうに、そういう定め

の仕方なんです。そして、 1日何名以上ということで

3段階の補助金の単価が決められているんです。1人

あたまなんぼです。その補助金もらうためにクリアし

なければいけないことがあるんですが、あくまでも決

められたランクでは、うちは認可に入っているんです

が、いずれにしても正式にピシッとこう、年間何百万

って園、道からきていますので。補助金の問題につい

てはやってはいるんですが、面倒くさいんですよね、

お金の問題ってね。たぶん、道に行ったらすぐ教えて

くれると思います。

姉崎 お母さんたちが自立して中心になっていくと

いうふうな場合、最近は当事者グループとか、セルフ

ヘノレフ。グルーフ。とか、いろんないい方がされています

けれども、お母さん方も条件はいろいろだと思います

し、そういう学習したり学んだり、実践的に行動しな

がら学べるというのもあるでしょうけれど、研修ゃそ

ういうものについては、市側から援助をしようとか、

こういう事態になっていくので何とかしましようと

いう、そういうような〆ことは。

有坂 お母さん方が研修する上で直接の市からの持

ち出しはありません。ただ、それぞれの障害の、知的
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なら有名な 「手をつなぐ親の会Jという全国組織があ

るんですが、この地域もそういう組織がありまして、

その「親の会Jに対しての助成はしております。その

中で、会で毎年 1回研修の場がありますので、それは

会員が交代で、研修に行っているかと思います。

姉崎 そろそろそういう親の中心になっていらっし

ゃる方と有坂さんを含めて、学生さんも含めて、少し

近未来予測も始めるというような段階にきていると

いうことでしょうか。半年先を考えていったりすると、

弊害はもう見えてきていますから、第 1回目にそうい

うことで集まろうよとか、そういう話はもう出てきて

いるのですか。

有坂 その話は常にしています。というのは、ここの

大学おそらく年内にはほとんど授業もみんな終わる

っていうようなことをいっていたのかなと思うんで

す。僕はもっと早まるんじゃなし、かなと個人的には思

っています。だから、今年度は親の会で、行事も早め

に終わらそうと。僕が聞いている範囲では、年内に学

生さんが行っちゃうんじゃなし、かっていう話もちら

ほら聞いたんですが。

滝ヶ平学生から聞いた?

有坂 はい。

学生の反応

光本 学生さんは率直に何かこちらでは申されたり

しているんでしょうか?

有坂 あまりいわないですよね。

光本 そうですか。

有坂 ただ、やっぱり一部の先生から、いろんな休み

の問題、授業の問題、それから、当然移転しますから

向こ うでは部屋探し等について、ある程度の期間が必

要ですから、一部の生徒はけっこう情報を持っている

方もいます。紋別出身で今年4年生の方は、私ラッキ

ーだなっていっていましたけれど。でも、 3年生の方

はあと 1年しかないのに引越ししたり、お金がかかる

とかいっていましたね。確か現在 150の定員で今年

入学された方が 80・1

光本 78人だそうですね。

有坂 紋別だからきっとこうなんですかね。北広島は

よく知っている場所なんですが、けっこう北広島でも

姉崎 78というのも、たぶんそういうニュースが流

れたので、その前の年は百何十名か、定員は満たして

ないけれど一定数推移していますから、それが突然半

分になるというのは、何かやっぱりそういう情報が流

れたのかなと思ったりするんですけれど。でも、向こ

う行ってどうなるかつて、それは分からないですよね。

競争相手が増えたりもしますからね。

有坂 そうですね。対抗して浅井学園はもう授業料を

下げるという話も聞いておりますね。

姉崎 医療大、北星学園にもありますからね。

有坂 医療大にも精神保健福祉士の先生が今回道都

から行かれま したね。

上田 道都からですか?

有坂 はい。女性の先生で、精神保健福祉士の国家資

格を持っている先生なんですけれども。

光本 4時以降は学生さんたちは後片づけとか、そう

いった時間でしょうか?

有坂 はい。

光本 もし差し支えなかったらお話を、少しの時間で

結構なんですけれど、学生さんからもうかがえたらと

思うんですが、ご紹介願えますか?

有坂 はい。ちょうど部長さんが札幌の方なんですよ。

光本 そうですか。

有坂 この時期なもんですから、帰省されている方も

いれば、それから学校が休みで、アルバイトに行ってい

る方もいますので。

光本 今日来られている方はやや少なめですか。

有坂 はい。今日は4人くらいしか来てないと思いま

す。

滝ヶ平 多いときだと 15人とかそれぐらいですか?

有坂 最近は 10人ちょっとくらいですね。

光本 今年はちょっと卒業生が出て会員が減ったっ

ていうふうにいわれました。ここにかかわっている学

生はアブラハムの会だけですよね。

有坂 そうです。

光本 全員が道都大生?

有坂 そうですね。

光本 その他はまったく、他から来られることはない

わけですね。

奥なんですよね、あそこね。場所は決していいとは思 地域のニーズとネットワーク

つてないですけれど。 石山 こちらに来られて、お母さんたちってやっぱり

滝ヶ平 駅からもけっこう離れていますよね。 学生さんがし、ないと困ると思うんですけれども、それ

有坂 はい。ただ、大学のパスが出ていると聞いてい で例えば、なく しては困るということを訴えるような

るんですが。 運動とか、そういう働きかけみたいな話はなかったん
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ですか。釧路の教育大では、同じ障害児サークルで

「柊」というグルーフ。がありまして、統合の問題でそ

れがなくなるんじゃなし、かといわれていたときに、そ

このお母さんたちが立ち上がって署名活動をしたと

いうような事例もあったんですけれども、この地域で

は、そういった運動は?

有坂 そういうことはないですね。

石山 残念だけれども、というかたちで。

上田 1市 3町 1村の中で、ここに来る方は定員 60

名とおっしゃっていたんですけれど、それ以上の対象

となる方が地域にはいらっしゃるんでしょうか?

有坂 こうしづ施設は常に変わるんですよね。必要に

なればいつでも通っていいことになっています。です

から、 16年の 4月 1日から始まっても、その 16年 4

月 1日の数字で 1年間走るわけではないんで、す。勝

手に、必要があれば受けていいんです。

上固 定員 60とあるけれど、もっと利用者はいらっ

しゃるかもしれない?

有坂はい。

光本 上限という意味ではないんですね。例えば、 62

人来ても、63人来ても、それは 60だからダメですよ、

というふうにはならないんですね。

有坂 なりません。いいんです。問題はウチだと内部

で 60にしていますが、本当の在籍は 70ぐらいいま

す。そのうち 62名ぐらいは本当に来ている方です。

あとの数名は、入院されているとか、家庭の都合でど

うしても来れないとか、そのかわり年開通したら何回

か来るというふうに予想されるもんですから、正式に

書類上も申請してもらっています。

姉崎 管内にはこれとほぼ同じような性格の施設は

他にもいくつかあるんですか?

有坂 網走管内はうちを含めて 6カ所あります。

姉崎 潜在的なニーズをカバーで、きるくらいの数で

すか。

有坂 地域的な問題で、北見は確か同じ施設で 150

人くらいいると思います。そのかわり職員の配置も多

いんですよ。網走管内はどこも広域で、やっています。

上田 冬場はどうされるんですか、みなさん?やっぱ

り車で見える?

有坂はい。

光本 この地区が一番北ですね。

有坂 網走管内では北になりますね。向こうへ行くと

南宗谷になってしまうんですよね、北見枝幸とか。

姉崎 斜里とかはまた別に施設があってそこはカバ

ーされている。

ー-121 

有坂はい。

上田 こういうところに参加される方というのは、例

えば、保育所で何歳児健診のときにこうし、う状態だ、っ

たら、こういうところ行ったらどうで、すかつて、薦め

られ方で見えるんですか、それとも自発的に探されて、

このようなリ ーフレットをご覧になってこちらにい

らっしゃるんですか?

有坂 両方考えられるんですよね。特に第 1子の場合

については。

上田 一番最初に産まれたお子さん。

有坂 はい。お母さんにとって初めての経験ですから、

悩むんですよね。当然、我が子は障害を持っていない

と信じたいということで、経過観察をしましようとい

うことで、経観が結構長いんですね。それが命取りに

なる場合もあります。やっぱり早期発見して、早期療

育することが大事だと思うんですが、それには関係機

関のネットワークが非常に大事になります。ですから、

最初はドクターの診断が大事なんですね。

それと、こういうところ勤めて一番思うのは、やは

り保健師さんの役割が非常に大事です。うちなんかも

そうなんですが、道内は、他機関あるいは地域の資源

として横の連携はすごく進んでいます。おぎ、やーって

産まれたら、一番最初にかかわるのは保健師さんです

よね。出生したら保健師さんが把握していますので。

健診も一つのバロメータなんですが、もう一つ大事な

のは、節目節目の年齢による相談というのがあるんで

す。例えば、2歳児相談とか。これが大事なんですね。

早すぎてもやっぱり上手くし、かない場合もあるし、 3

歳くらいで発見されたら、なんで、3歳まで、ほっといた

んですか、というのが問題になってくるから、難しい

んですけれどね。地域によって格差はありますけれど

も。

上田 ここで療育をして義務教育の年齢になった場

合に、みなさんここの 「こ とばの教室Jにいらっしゃ

るわけではないですよね?

有坂はい。

上田 地元の小学校の「ことばの教室」に戻られます

よね。

有坂 いえ、「ことばの教室」はあくまでも普通学級

のお子さんが対象なんです。

上田 知的障害とか養護学校とか。

有坂 じゃなくて、親学級の中に特殊学級があります

よね。そちらの方に行くケースが多いですね。やっぱ

り養護学校は一番重いところですから。

姉崎 そうしづ意味では、検査の相談に乗り、そうい
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う状態にある方の判断をしなきゃいけない。それは ド

クターの方が中心になって?

有坂 はい。

姉崎 ドクターの方はこの地域の病院の先生がやっ

てらっしゃる?

有坂はい。

姉崎 それを市側から委嘱をして受けてもらってい

るってことになるんでしょうか。

有坂 市はだいたい保健センターを持っているんで

すね。ですから、保健部、保健師の所属は紋別でいえ

ば保健福祉部になるんですが、町によってはどういう

ふうになるか。衛生部とか民生部とかを使いますね。

どういう契約の仕方をしているか分からないんです

が、健診は法律で定められていますから、イチロク健

診 (1歳半)、3歳児健診はドクターもかかわらなく

てはいけないことになっております。

姉崎 その判断を受けた方がここに来る。

有坂 そういうケースもあります。

姉崎 逆に、ここに相談に来られて、 逆にドクターの

方で実際にどれくらいの発達になっているかを調べ

ていただいてというようなことを親御さんにいうこ

ともありますか?

有坂 ええ、あります。それには両方考えられます。

それから、僕たちも当然発達検査を しますので、それ

はあくまでもここの職場としていままで、培ってきた

判断で、それをさらに客観的に、公的な児童相談所だ

とかいうことも当然あります。カンファレンス通して

やったりしますね。ただ数値だけを追っていると、判

断材料として危険な面がたくさんありますね。慣れて

ない方がただ、パッとやるのと、信頼関係ができてから

やるのとでは出てくる数値が全然違いますね。

上田 ここで療育している家庭の中での個人の記録、

お子さんたちの記録は当然とってらっしゃると思う

んですけれど、それはその地元の小学校なり、その普

通学級なりに行ったときに、そのデータは連携をとっ

て利用されてらっしゃるんですか?

有坂 それは、あくまでプライパシーの問題がありま

すから、親の合意を得てです。昔は勝手にやったんで

すよね。いまはそういうことなかなかできないんです。

あくまでも合意で全部見せるか、あるいは要点をまと

めて出すかはいろいろ工夫がありますけれど、うちで

は要点を項目をつくってまとめて出すこと多いです

ね。

上田 その記録の中に学生さんたちが見てきたこと、

観察してきたこととか、経験とかも反映されたりする

んですか?

有坂 ええ、それは一部ありますね。

姉崎親御さんもそういうかかわりの中で、自分の子

どもを一番大切にかわいく思うんだけれど、ここに入

ることで、他のお子さんやお母さんと出会うことで見

方が広がったり 、もうちょっとゆったり子どもと接す

るようになるとか、そういう効果も見ておられて分か

りますでしょうか?

有坂はい。

姉崎 さっきの、第 1子を持っとやっぱり親の気持ち

からすれば認めたくないとか、学校の場合だと特殊学

級に入れるのも反対で普通学級に入れてくれという

ようなこともあったり、なかなか親の気持ちってよく

分かる部分があるけれども、現行のシステムに十分適

応しなかったりするっていうこともありますし、その

へんはそういう相談をここでもされたりするという

ことですね。

有坂 はい、そうしづ問題は親から提起することが多

いんですよね。だから、いまどの地域もこういう網の

目のように事細かく連携が取れていますから、幼稚園、

保育所、うちみたいな職場、それから保健師さん、 養

護学校、特殊学級の先生、それからもっというとドク

ター、児童相談所、病院の小児科の先生、保健所も含

めま して、本当に連携が取れているんです。そしてネ

ットワークの機関をつくって、さらにいっ しょに研修

会をやっております。全道どこでもやっております。

昔は保母さんになったらこんな障害の専門の療育

機関とか、学校なら学校でやればいいことですとかっ

ていわれたものですね。いまそんなこといっていたら

本当に人気がなくて、入ってくるお子さんも減っちゃ

いますよね。いろんな話を見たり聞いたり体験してき

たものですから、ずいぶん意識が変わったなと思うん

です。いまのお母さん、悩んで、来るんですが、もう隠

す時代じゃないですよね。



紋別市幼児療育センター

上田 隠すという発想よりは、どうにかしてみんなで

解決していこうということですか?

有坂 やっぱり親の会ってありがたいなと思うのは、

先輩のお母さんが、当時悩んだことをいまの活動をさ

れている会員の方に、先輩としていってくる一言が救

いというか、本当に嬉しいなという経験がいっぱいあ

ります。

学生の指導

佐藤 介助に当たって最初から上手くできない学生

もいると思うんですけれど、そのアドバイスは学生同

士で行われているのか、有坂さんもアドバイスとか直

接指導したりもするんですか?

有坂 ええ、お母さんも入ります。当然障害によって

も違うんですが、重度のお子さんでいいますと、抱っ

こ一つするんでも、骨折する場合もあります。そうい

う厳しいお子さんっていうのは当然勝手なんか困る

し、お母さん自体がピシッと学んできているんですよ

ね。そういう厳しいケースについては、僕もお母さん

もいっしょになってやっております。さらに専門家の

方が巡回で来るときがあるんです。そういうのを見て

もらったりして、学んでもらっています。

佐藤 有坂さんだけじゃなくて、お母さんも学生さん

に対して指導、アドバイスをしている。

有坂 はい、しています。

上田 最初に入るときの研修みたいなのってあるん

ですか?

有坂 研修は特別はないんですが、やっぱり本当の先

生はお母さんなんですよね。間違いないです。やっぱ

りすごいな、僕たちなんぼ汗ふきふきやっても、最後

はどんなお子さんでもお母さんのところやっぱり寄

り添っていきますよね。あれはやっぱり悔しいけれど、

本当の先生ですね。

だから、僕も分からないケースがいっぱいあります。

もう遠慮なんかないです。いま持っている力を一歩で

も二歩でも伸ばすためには、お母さんから情報を得て、

お母さんから学ぶしかないんですね、最終的には。そ

して、現状を把握して、今後どういうかたちで、やって

ったらいし、かというふうになっていって、初めてそこ

で地域の持っている専門家それぞ、れが寄って、そして

課題を決め、ねらいを定めて療育をしていくというか

たちを取っているんですよね。

だから、お母さんの情報って本当に大事です。お父

さんはダメです。というのは、お仕事されていますか

ら。ここに来るのは本当お母さん中心なんですね。お

父さんは来られないで、す。

姉崎 子どもの養育は両親の、両方の親の共同責任で

あるわけだけれども、それでより粋が固まる場合と、

そのことで家庭の中にさざ波が立って難しいという

か、子どものことはお前に任すから俺は、というお父

さんたちもいたりすると思うんですが、そういうこと

で悩まれるお母さんたちもいると思います。そういう

相談は飯浜先生なり専門家の方が乗るとし、う場合も

あるわけですかっ

有坂 そこ厳しいところなんですね。確かに両方あり

ますよね。最終的には離婚される場合もありますし。

ただ、それまでの経過は年数ありますので、そこまで

言葉で発してくれる方はいいんですが、もやもやして

深刻な問題を引きずっているケースというのはウチ

もけっこうあります。そういったときに、こっちから

はいえないんで、すよね。そういった場合、ケースパイ

ケースなんですよね。飯浜先生が相談に乗る場合も当

然ないわけじゃないです。自分もいま抱えています。

それからさらに発展して虐待という問題が出てくる

場合もあるんですね。そうしづ場合は児童相談所に回

したりします。

ケースはそれぞれ違うんですが、いえることは、も

し家庭がダメだった場合はほとんどお母さんが引き

取りますよね、うちのケースでは。よほどでないとお

父さんの方に親権者を持っていくのはないですね。お

母さんだ、った場合は経済的な問題があるものですか

ら、最終的には生保ということも考えられるんですけ

れども。

姉崎 それじゃあ、扱う問題もかなり広範囲ですね。

有坂 僕も一応福祉士の端くれなもんですから、そう

いうケースをけっこう扱いますね。厳しいですよね。

伊藤 人数の問題ではなくて学生だからこそできた

ことはあるんでしょうかワ例えば、子どもと年齢が近

し、からより親しみやすかったとか、そうし、う学生なら

ではのメリットというようなことはありますか?

有坂 学生さんと親とお子さんはここで知り合いに

なります。ここで知り合って、終わったらもう終わり

かといったらそうではないんで、す。今度は仲良くなり

ますから、学生が勝手に個人の家に行って、さらに仲

良くなっていくっていうケースも多いです。そうする

と、何か突発的にお子さんを見てほしいというときに、

今度ここで知り合って家庭まで、遊びに行ったりして

交流していますから、お母さんも直接その学生さんに

連絡とって、ちょっと今日うちの子を見ていて、私結

婚式ありますから、買い物だとかつて、そういうこと
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あります。

光本 それは学生ならではですね。大人だと頼みにく

いですね。

有坂 そういうのは昔からありました。

伊藤 それだけ学生が信頼されているっていうこと

ですよね?

有坂 はい。年に何回かいっしょに飲みにも行ってい

ますよ、ネオン街で。

姉崎 長い付き合いになる場合もありますね。

有坂 たまにネオン街発散していいですね。お母さん

方が。そのときは、お父さんの役割つでありますね。

僕も立場的に考えたらやっぱり思いますよね。

光本 お父さんの役割ですか?

有坂 ええ。僕も子どもを 1人病気で亡くしているん

です。いまは 3人いるんですが、障害じゃなくて未熟

で、すぐ亡くなっちゃったんですが、ショックですよ

ね、と、っちにしてもね。当然母親も、保健師なんです

が、ショックなんですね。そのとき僕もどんなふうに

いっていいのか分からない。そうしたら、ちょっと飲

みに行くとか、そういう場で同じような人と交流の場

があればやっぱり気が晴れるんですね。そういうこと

を僕自分自身は経験したものですから、育児っていう

のはやっぱり両方なんだなというのはつくづく思い

ますね。

姉崎 学生さんもそういう意味ではすごくいろんな

ことを学びますね。

有坂 そうですね。ましてや家庭と交流を深めると、

その家庭の実態を学生も知ることになります。そうし

たら、いままではここだけしかない情報が、家庭まで

遊ひ、に行ったら、そこの情報も入ることになりますか

ら、すごい情報量だと思いますよ。すごい交流をして

いいなって僕は思っているんですが。

上田 最近の学生さんたちって、子どもの数が、兄弟

の数が少なかったり、小さな子と遊んだことがなかっ

たりで、ここに来るときは、ことによると初めてそう

いう子どもたちと接する機会かもしれないですけれ

ど、慣れるのにどれくらい時聞かかるものですか?

有坂 どんなに経験がなくても、僕の見ている目では、

5回ぐらい会ったらかなりいいところまで、行ってい

ますね。時間、回数の問題じゃないで、す。

上田 何が違うんですか?

有坂 動きなんですね。学生って、無心に一直線でお

子さんと動いて汗を流してがんばって遊びますよね。

あの姿で子どもがまいっちゃうんですね。子どもがな

ついちゃうんですね。

上因 子どもに認められるってことですか?

有坂 はい。50過ぎたら、学生と同じように動けま

せんよね。なんぼ技術があったにせよ。あの年代に戻

りたいです、本当に。

就職して聞いたんですが、アブラハムの会の OBの

人の評価というのは高いんですよね。裏話なんですが、

北星の社会福祉学部の学生と道都のアブラハムの就

職が競合になった施設があったんです。普通は、伝統

でいえば北星と、すぐなっちゃいますけれども、いま

まで採用してきた中身を見まして、あえて道都の OB

から採ってくれたことがありました。いい評価をくれ

ますね。嬉しいです、 そういう話聞きますと。

光本 大学の伝統とか知名度だけじゃなくて、地域が

こういう活動の場を与えた、いっしょにつくってきた

からこそ、道都大学も認められた。地域と大学が二人

三脚じゃないですけれども、いっしょにやってきたと

ころが認められたという、そういうことじゃないかと

思いますね。

姉崎 前の大学でそういう施設に学生を連れて行っ

たり、いろんなところに行きましたけれど、小さいと

きから障害者と触れる機会がほとんどなくて大学ま

で来ちゃうと、怖いというか、どう接したらいし、か分

からないというような、頭でっかちになって、言葉は

いっぱい頭の中に詰まっているけれど、どう具体的に

接したらいし、か分からない。ああ、そうなのかという

感じがしたんですけれど、逆に、日頃から接して、そ

ういう内容を受け止めて、知識をある意味では血肉化

したり、もうちょっと理解している人は強いと思いま

すね。

光本 いろいろなお話を聞かせていただきまして、ど

うもありがとうございました。
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